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10) 三 瀦忠道， 横 津隆子， 大浦彦吉， 寺 津捷年 :
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⑮ 総 説
1) 横津隆子， 三 瀦忠道， 大浦彦吉， 寺 津捷年 : 漢
方薬 一 中 国 産大黄の治療経験一 . 臨林透析 3 ，
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⑥ 学会報告
1) 小林妙子， 横 津 隆子， 大浦彦吉 : STZ 誘発糖
尿病 ラ ッ ト に 対 す る Ginsenoside-Rb2 の 連続投与
に よ る 効果 - 窒素代謝 に つ い て . 日 本薬学会第
107年会， 1987， 4 ， 京都.
2) 大浦彦吉， 横津隆子 : 人参の生化学 一 人参サ
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イ ト シ ン ポ ジ ウ ム ， 1987， 8 ， 富 山 .
8) 横津隆子， 大浦彦古， 野 中 源一郎， 西岡五夫 :
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西 岡五夫 : 丹参エ キ ス 並 びに精製画分の正常， 腎
不全 ラ ッ ト の 腎機能 に 及 ぼす効果 そ の 4 . 第 4
回 和漢医薬学会， 1987， 8 ， 富 山.
10) 莫 道立 ， 美 小埼， 横 津 隆子， 大浦彦吉 :
実験的腎不全 ラ ッ ト に対す る 各種方剤 の作用 . 第
4 回和漢医薬学会， 1987， 8 ， 富 山 .
1 1) 横 津隆子， 大浦彦吉 : ラ ッ ト の 生 存 関 数並 ぴ
に 生存率 に対す る 高麗人参粉末の影響 に つ い て .
第 4 回 和漢医薬学会， 1987， 8 ， 富 山 .
12)  長 沢哲郎， 大浦彦吉， 野 中 源一郎， 西 岡 五夫
: 大 黄 成 分 Rhatannin の Glutamine Transamina­
tion に対す る 促進効果 の作用機構 に つ い て . 第 4
回和漢医薬学会， 1987， 8 ， 富 山 .
13) 横 津 隆子 ， 大浦彦吉 : 糖， 脂質並 び に 窒素代
謝 に 対 す る 薬用 人参サ ポ ニ ン Rb2 の作用 . 第60回
日 本生化学会大会 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1 987， 10， 金沢.
14) 横 津隆子， 鄭 海泳， 大浦彦吉 : 新 し い慢性
腎不全モ デル ラ ッ ト の作製 ( 1 ) . 第60 回 日 本生化
学会大会， 1987， 10， 金沢.
1 5) 鄭 海泳， 横津隆子， 大浦彦吉， 野 中 源一郎，
西 岡五夫 : 慢性腎不全 ラ ッ ト の 腎機能 に対す る 丹
参精製画分の作用 ( 11 ) . 第60回 日 本生化学会大会，
1987， 10， 金沢.
16) 横 津隆子， 鄭 海泳， 大浦彦吉 : ア デニ ン 誘
発腎不全 ラ ッ ト の病態生理. 第30回 日 本腎臓学会
総会， 1987， 10， 東京.
17) 三 瀦忠道， 寺津捷年， 横津隆子， 大浦彦吉 :
慢性腎不全患者 に お け る 和漢薬治療 の 腎機能障害
進展 に 対す る 抑制効果 の検討. 第30 回 日 本腎臓学
会総会， 1987， 10， 東京.
18) 大浦彦吉， 横津隆子， 寺津捷年， 三瀦忠道 :
尿毒症 に対す る 和 漢薬 ( 中 薬) の改善作用 と そ の機
序 ( 11 ) . 第 2 回和漢薬 ( 中 薬) の 医学薬学的研究 に
関 す る 日 中 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1987， 1 1 ， 北京.
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作用 . 第 4 回生体防御講演会， 1987， 1 1 ， 富 山 .
⑨ そ の 他
1 ) 大浦彦吉 : 薬用 人参への近代的 ア プ ロ ー チ I薬
用 人参研究対談集 一 基礎か ら 臨床応用 ま で ー 」
山 本 昌 弘編， 1 1 -20， ク リ ニ ッ ク マ ガ ジ ン 社， 1987. 
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⑨ 著 書
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大浦彦吉編， 62-70， 共立出版， 1987. 
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1) Tojo H. ，  Fukumaki Y. and Ogita Z. : Ex­
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上杉公仁子， 荻 田 善一 : 血紫エ タ ノ ー ル レ ベ ル の
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1987. 
⑥ 総 説
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⑩ 学会報告
1 )  柴 田 太， 鈴木健治， 黄 愛芹， 荻 田 善一 : 老
化促進 モ デル マ ウ ス (SAM) の SOD 遺伝子， 第 4
回 老 化 促 進 モ デ ル マ ウ ス (SAM) 研 究 協 議 会，
1987， 3 ， 京都.
2) 立屋敷かお る ， 今泉和彦， 荻 田 善一 : 有機酸 に
よ る 血 中 エ タ ノ ー ル 濃度の低下作用 と 胃排 出機能
の 連 関 . 第 7 回 「 ア ル コ ー ル代謝 と 肝」 研究会，
1987， 4 ， 奈良.
3)  今泉和彦， 立屋敷かお る ， 鷹股 亮， 荻 田 善一
: 遊泳運動 に よ る 摂取エ タ ノ ー ル の生体内分布 の
変動 と 体温調節反応. 第 7 回 「 ア ル コ ー ル代謝 と
肝」 研究会， 1987， 4 ， 奈良.
4) Tachiyas油hil比出ki K.， Ima出izu叩ml
Uesug引i K.， Kamada N .  and Ogita Z. : Role of cotents 
in stomach to the circadian variation of plasma 
ethanol concentration in the rat. 第64 回 日 本 生 理
学 会 ， 1987， 4 ， 千葉.
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